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を受講している精神障害者とその家族である．複数講座のうち，第 2 回と第 4 回目のグループワ
ークを通してフォーカスグループインタビューを実施し，内容をテキストマイニングにより分析した．








  以上を総括し，本研究の主な論点を最後に示す． 
１) ピアサポート活動に適した人材には，「社会性」，「人間性」，「当事者性」の３つの要素が必要
とされる（当事者性とは，その問題や活動の主体者であり，相手の立場にたって経験から得た
体験や知識を活かし，適切に言語化できる力である）． 
2） ピアサポート活動を仕事として活用するには，仕事としての役割を意識し当事者性を業務に活
かす力が必要となる．つまり，ピアスタッフではなく，スタッフ（ピア）という意識が大切である． 
3） ピアサポート活動は，精神障害者がライフサイクルの過程で獲得できなかったものを再獲得す
る機会となり，生涯発達に繋がるといった仮説を生成した． 
 
本研究は，当事者・専門職・家族の声に基づき，我が国における精神障害者ピアサポートの現状
を踏まえた運用可能性を示した．今後は，ピアサポート活動の適正チェックシート等を開発し，ピ
アサポートの質的向上に寄与する実証研究が望まれる． 
